
時 期 ３年次後期

単位数
（時間）

1（15）

時間 学習方法 担当講師

３）技術の実施

４）技術の評価

１ 看護技術の実践

15
演習

１）事例の援助計画立案

２）安全・安楽な看護の工夫

評価方法 看護技術試験で評価表を用いて評価する

教科書

参考書

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護学②　基礎看護技術Ⅱ　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護学③　基礎看護技術Ⅱ　医学書院
看護技術がみえるvol１　基礎看護技術　第１版　メディックメディア
看護技術がみえるvol２　基礎看護技術　第１版　メディックメディア

単元名 授業内容

≪科目の考え方≫
　卒業後の早期離職やリアリティショックの原因となっている自己の技術に対する不安の緩和と
看護実践能力を高めるために既習の技術を統合し実践することによって「安全で安楽な看護技術
とは」の再確認を目的とする。

授業科目 統合技術 担当講師 学内講師

≪科目のねらい≫
１　卒業時に身につけているべき技術の修得状況を確認し、自己課題を明確にする。
２　臨床実践に近い形で看護技術を模擬体験し、安全で安楽な看護を提供するための判断力、
　実践力を身につける。
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